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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、胚発生および幹細胞の多能性において重要な役割を果たすPOUホメオドメインを含む転写因子をコードする。成体組織におけるこの遺伝子の異常発現は腫瘍形成と関連している。この遺伝子は、21番染色体上のユーイング肉腫遺伝子との転座に関与する可能性があり、これも腫瘍形成につながる。選択的スプライシング、ならびにAUGおよび非AUG翻訳開始コドンの選択的使用により、複数のアイソフォームが生じる。AUG開始コドンの1つはヒト集団において多型性を示す。関連する偽遺伝子は、1番染色体、3番染色体、8番染色体、10番染色体、および12番染色体上に同定されている。[RefSeq提供、2013年10月]、機能：オクタマーモチーフ（5'-ATTTGCAT-3'）に結合する転写因子。 DNA上でSOX2と三量体複合体を形成し、YES1、FGF4、UTF1、ZFP206など、胚発生に関与する多くの遺伝子の発現を制御する。初期胚発生および胚性幹細胞の多能性に不可欠である。,その他:POU5F1の擬似遺伝子は、1番染色体、3番染色体、8番染色体、10番染色体、12番染色体に存在することが報告されている。そのうち8番染色体と10番染色体に位置する2つの遺伝子は、がん組織では転写されるが正常組織では転写されないため、発がんにおけるPOU5F1遺伝子活性の調節に関与している可能性がある。,オンライン情報:10月4日エントリ,PTM:SUMO化はタンパク質の安定性、DNA結合、および転写活性化活性を高める。SUMO化はYES1の発現増強に必須である。,類似性:POU転写因子ファミリーに属する。クラス5サブファミリー。,類似性：ホメオボックスDNA結合ドメインを1つ含む。,類似性：POU特異的ドメインを1つ含む。,細胞内局在：拡散し、わずかに断続的なパターンで発現する。,サブユニット：UBE2Iと相互作用する。,組織特異性：発達期の脳で発現する。皮質、嗅球、海馬、小脳の特定の細胞層で最も高いレベルで発現する。成体組織では低いレベルで発現する。,
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	-
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	OCT3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	OCT3抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Oct-3/4ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	Oct-3/4ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析

